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1. はじめに 
近年、GPS、無線 LAN、RFID等の機器を用い
て対象者の位置を特定し、人のナビゲーション
を行う（以下マンナビゲーションと呼ぶ）シス
テムが商用化もしくは実証実験されている。こ
のようなマンナビゲーションシステムを活用す
ることにより、位置情報や進路、方角に応じた
様々なサービスを提供することが可能となり、
今後さらに普及していくと思われる。 
無線センサネットワーク[1]は、アドホックネッ
トワークを自律的に構築し、センサノードを中
継していくことにより遠隔地までデータ送信が
可能であるという特長を持っており、マンナビ
ゲーションのためのインフラとして屋内外を問
わず期待できる。 
 また、これらのマンナビゲーションにおける
サービス提供の際に、従来はコンテキスト情報
として位置情報のみを利用したサービスが中心
であったが、単に位置情報を利用するだけでは
なく、利用者の現在の状況や趣味等の様々コン
テキスト情報を活用し、さらに効果的なサービ
スを提供するシステムへの移行が重要な課題と
なっている[2]。  
そこで、今回無線センサネットワークの機能
を利用したマンナビゲーションシステムの実証
実験を弊社技術展示コーナーで実施した。 
本稿では、実証実験の結果を元に、センサネ
ットワークの機能を利用したマンナビゲーショ
ンの有効性を検証する。また、センサネットワ
ークを利用して取得した位置情報だけではなく
様々なコンテキスト情報を利用したサービスの
提供方法の検討について報告する。 
 

2. システムの特長 
2.1. 赤外線センサを利用した位置検出 
本システムでは、特定人物の情報をセンサで
検知する必要があるため、誰かが接近したこと 
 
 
 
 
 
 

を検知する機能だけを持ったセンサでは要求を
満たすことができない。そこで、図１のように
人物の検出方法として赤外線を用い、発光側、
受光側それぞれにセンサノードを使用した。発
光側センサノードは壁面に設置し、見学者は受
光側センサノードをバッジとして身につけるこ
とにより、見学者の移動の検知を行い、場所と
見学者に応じたサービスの提供を行うことがで
きる。 

IR

センサノード（発光側）

センサノード
（受光側）

 
図１ 見学者の位置検出イメージ 

 
2.2. コンテキスト管理 

 本実証実験システムでは、見学者のコンテキ
スト情報（見学目的、役職等）に応じパーソナ
ライズされたサービスを提供することを目的と
しており、無線センサネットワークを利用して
得られた位置情報に加え、あらかじめ入力され
た予約情報から現在の見学状況を判断し、その
見学者に応じたサービスを提供する。 
（１）動的コンテンツ配信 
コンテキスト情報に応じたコンテンツ配信を
実施する。例えば、二人の見学者が、同時刻に
同じ展示の前に立った場合でも、見学目的、見
学ごとの滞在時間等の見学者の状況や配信する
端末などによって、動画、画像などのメディア
の種類も考慮して動的に配信することが可能で
ある。 
（２）赤外線センサの動的発光 
 赤外線センサの発光／消光をコンテキスト情

報と連動することにより、現在のコンテキスト

情報に応じた効率的なセンサ発光が可能である。 
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3. 全体システム構成 
図２に全体システム構成図を示す。 
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図２ システム構成図 

 
見学者は、個人を識別するセンサバッジを付
け、情報提供端末（主に PDA）を持った状態で
見学を行う。見学者が見学したい展示の前に立
つと自動的にバッジを検出し、情報提供端末に
動画コンテンツを配信する。 
 各コンポーネントの機能について説明する。 
（１）コンテキスト管理サーバ 
見学者のスケジュール情報、現在の見学者の
状態情報を管理し、見学者に提供するサービス
を決定するサーバ。センササーバから通知され
たセンサの検知情報を解析し、予め入力された
見学スケジュール等のコンテキスト情報に応じ
て見学者に配信するコンテンツを決定する。ま
た、特定の個人のみではなく現在の見学者全体
のコンテキスト情報を管理し、センササーバに
対して赤外線センサの発光／消光指示を行う。 
（２）センササーバ 
コンテキスト管理サーバの指示に従いセンサ
ノードの制御を実施するマイクロサーバ。コン
テキスト管理サーバとの間は無線 LAN (IEEE 
802.11b)、センサノードとの間は特定小電力無
線を用いて通信を行う。 
（３）センサノード 
赤外線発光センサと受光センサの２種類存在
する。発光センサはセンササーバからの指示に
従い赤外線を発光し、受光センサは赤外線を受
光するとセンササーバに通知を行う。 
（４）コンテンツ配信サーバ 
 コンテキスト管理サーバの指示により、情報

端末に指定されたコンテンツを配信するサーバ。 
（５）情報端末 
見学者への情報提供は、PDA をメインに使用

し、その他詳細な情報を提供する場合は据え置
きの KIOSK端末やタブレット PCを利用した。 
 

4. 動作検証 
本実証実験では、無線センサネットワークと
赤外線センサを利用し、リアルタイムな見学者
位置特定を実現した。また、取得した見学者の
現在の位置情報と、予め入力された見学スケジ
ュール、実際に見学した見学ルート、見学者の
滞在時間、過去の見学履歴等を組合せ、見学者
の状況に応じた動的なコンテンツ配信を実現で
きた。 
 今回採用しているセンサノードで使われてい
るプロトコルでは、多数の赤外線センサを発光
させた場合、応答速度に問題があった。しかし、
本システムでは、赤外線センサの発光／消光を
サーバで一元管理しており、このセンサの発光
／消光動作を予約状況やコンテキストの状況に
応じて制御することにより、センサの応答時間
を改善することができた。例えば、あるスケジ
ュールに従い見学が実施される場合は、そのス
ケジュールの順番に赤外線センサを発光するこ
とにより、同時に一つのセンサしか発光できな
い場合においても、すぐに見学者を検知するこ
とができる。以上のようにコンテキスト情報を
見学者への直接のサービス提供だけではなく、
システムの動作と連携することにより効果的な
サービス提供ができることが解った。 
 

5. おわりに 
本稿では、無線センサネットワークの機能を
利用したマンナビゲーションシステムを実装し
た。その結果、赤外線の発光／消光を制御し、
状況に応じたサービスを提供するサーバを導入
することにより、マンナビゲーションのインフ
ラとして利用できることが解った。今後の課題
としては、応答速度の改善や、様々な場所での
位置検出方法がある。今後は、新たなセンサを
導入し、複数の位置検知手段を効率的に連携す
ることによる効果的なサービス提供を実施でき
るシステムを検討していく予定である。 
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